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特集

先進的かつ実現可能なチーム医療とは！
―実績をあげている6施設の取り組みから

●虎の門病院（造血細胞移植）

●武蔵野赤十字病院（感染管理）

●石巻赤十字病院（緩和ケア）

●公益財団法人脳血管研究所附属美原記念病院（褥瘡）

●社会医療法人近森会　近森病院第二分院（精神）

●医療法人社団あんしん会　四谷メディカルキューブ（肥満治療）

チーム医療が効率的かつ患者の状況に的確に対応するための医療提供システムとし

て提唱・期待されて久しいが，その有効性を十分に引き出すことは容易ではない。

厚生労働省は2010年より「チーム医療推進会議」や「チーム医療推進方策検討ワー

キンググループ」などを立ち上げ，より良いチーム医療のあり方を検討してきた。そ

して，「第9回チーム医療推進方策検討ワーキンググループ」において，チーム医療

実証事業委託施設として68施設の115チームを選定した。本特集では，選定され

たチームからの報告を紹介する。先進的でかつ実績をあげ，またそのアウトカム評

価をしっかりと行なっている各施設の取り組みを参考としていただきたい。

“完璧な文章などといったものは存在しない。完璧な絶

望が存在しないようにね。” 村上春樹の小説『風の歌を

聴け』の一文です。初めてこの文に触れたのは高校生の

ときだったでしょうか。当時は叙情的な文として感性だ

けで受け止めましたが，今，読み直してみると，完璧な

仕事は存在しない，けれども絶望もないのだと勇気づけ

られます。う～ん，歳もある程度とってみるのはいいこ

とです。そこで，今回の診療報酬・介護報酬の同時改

定。完璧なものではなかったかもしれませんが，絶望で

はなかったように取材・編集を通し感じました。むしろ，

看護職の負担軽減に若干の光が差し込んだように思いま

す。この薄光がさらにワット数を上げていくことを期待

する次第です。（金子）

今回は 4号の特集 1に引き続き，診療報酬・介護報酬同

時改定を特集しました。座談会でも，病院全体の体制は，

改定があったからといってすぐに変えられるものではな

いので，先々を見通して動きはじめなければならないと

いうお話を伺いました。また，これまで赤字部門と言わ

れてきた訪問看護について，今こそ見直してほしいとい

うお話も伺いました。2025年に向けた大きな流れを読み

ながら，看護部としてどうしていくべきか考えるヒントと

なることと思います。●「定年後も働き続けなければ看

護師人数が足りない」という声も聞かれますが，そのころ

には一体どんな医療がかたちづくられているのでしょう

か。今後の動きを注視していきたいです。（西窪）
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